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研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

2021年度は、独立行政法人環境再生保全機構環境研究総合推進費戦略的開発領域SII-5-3「自然資本と社会関係資本に着

目した地域循環共生圏の重層性構築に関する研究」の

最終年度であった。このプロジェクトでは、環境省が中心になって進めている地域循環共生圏をどのような指標によっ

て評価するか取り組んできた。2022年5月の報告書提出に向けて、成果をとりまとめているところであるが、事例対象地

域とした阿蘇地域においては最も大きな圏域として阿蘇から流下する6河川の流域を設定することができた。地域循環共

生圏は地域資源に応じて異なるスケールで複層的に存在し、様々なコミュニティが重層的に維持管理に関わっているこ

とが明らかになった。

総合地球環境学研究所のプロジェクト「人口減少時代における気候変動適応としての生態系を活用した防災減災（Eco-
DRR）の評価と社会実装」では、ラボとして受託研究を

受け、気候変動下における日本全国の浸水災害リスクを評価してきた。2021年度はこの成果をホームページで公開する

ために準備を進めてきており、2022年度早々には総合地球環境額研究所のサイトで公開される予定である。また、研究

の一部を国際誌に発表できた。

科学研究費（基盤研究（B））「リモートセンシングによる広域的な森林生態系の生物多様性地図化」は、3年間の研究

期間の2年目であった。本研究は広域的な生物多様性のモニタリングを目的としている。2021年度は衛星データによりリ

モトーセンシング技術の開発とともに、日本全国における鳥類の生物多様性調査を行ってきた。しかし、新型コロナ

ウィルス感染症の感染拡大により現地調査が十分に実施できなかった。一方、環境省が公開しているモニタリングサイ

ト1000の調査データを提供いただいたことに加え、他にも生物分布情報について既存データを入手し、現地調査の代替

としていくこととした。
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